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1. 緒言

ワイヤレス電力伝送の機構は、簡単に使用できるために電

気自動車や携帯機器などの非接触充電システムとして、注目

されている。

現在では共鳴型ワイヤレス電力伝送は同じ共振周波数を持

つ 2 つのコイルを共鳴器として用いる。送信側コイルに交流

を流すことで磁場に振動を発生させ、受電側コイルと共鳴さ

せることにより、非接触で電力を送電することが出来る。

ワイヤレス電力伝送には、送受信のための共鳴器以外用いら

れないため、性能を向上させるためには、共鳴器の性能を向

上させる必要がある。性能のいい共鳴器の条件は、結合係数

の大きさと小さな放射損失である。

今回の研究共鳴器に容量冠を組込むことで、コイル

の巻き数をそのままに、共鳴器自体の伝送距離を延長

することが出来る機構の開発を行う。

2. 共鳴器の機構

まず使用する共鳴器の形状を説明する。図 1 はスパ

イラルコイルを用いた共鳴器であり、厚さ 1mm のア

クリルにφ1mm のリッツ線を 14cm の芯に 16 回巻

きつけたものである。

その後方に、中心軸がコイルと同軸にくるように容

量冠を取り付けた形状である。容量冠は円の直径を

14cm にし、容量冠同し間に 2mm の隙間を持たせる

ことでコンデンサーとしての働きをさせる。

3. 実験

コイルと容量冠の間隔の変化と共振周波数の関係を

調べる。

・まず、コイル間の間隔を 10cm で固定する。

・ 送電側のコイルに微量の電圧を加えると、共鳴を

起こした受電側のコイルにも電圧が生じる。

・ 共振周波数を変化させ受電側の電圧が最大とな

る周波数を調べる。その周波数が測定した距離 A

の共振周波数となる。

・ 送電側コイルに一定の電圧を加え、受電側の電圧

を測定する。

・ 距離 A を 1cm づづずらしながら距離 A が 10cm

になるまで上記の工程を繰り返し行う。そしてコ

イルと容量冠の最適な距離を求める。

4. 実験結果

図 4 において、コイルと容量冠の距離が離れても共

振周波数には変化がでないことがわかる。

共振周波数を 90.5ｋHz 前後でであることがわかる。

5. まとめ

今回の実験では、ワイヤレス電力伝送の能力向上のた

めに容量冠を用いるこを提案したが期待した効果は

られなかった。今後は、並列に接続して効率を調べる。

図 1．共鳴器の形状

図 2．実験装置

図３．直列回路

距離Aの変化と共振周波数の関係
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図４．実験結果


